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1. まえがき 

 筆者らは、地盤内応力の計測を目的として、ボーリング孔の孔壁から水平方向に地盤中に貫入して設置す

る貫入式の土圧計を開発し、実際の計測を行ってきている 1)。この貫入式土圧計では、貫入という行為が地

盤に与える影響およびその後の計測値に与える影響について懸念されるところである。 

 ここでは、二次元土槽を用いた模型実験と室内における土圧計貫入実験を実施し、土圧計貫入時における

地盤の挙動と計測値について得られた知見を報告する。 

2. 二次元土槽模型実験 

 二次元土槽模型実験では、幅 60cm，奥行き 20cm，高さ 45cm の土槽の中に地盤を作製し、土圧計模型を

貫入させることによる地盤の挙動確認を行った。本実験では、周面摩擦を低減するためのテフロンシートの

設置等はあえて行わず、地盤の挙動を目視することを優先とした。地盤は 1層あたり 5cmとし、各層境には

石灰によるラインを敷き、5cm四方にターゲットを設けた。このようにして作製された地盤に対して、土圧

計模型を上部より鉛直に貫入した。なお、地盤材料には砂質土（珪砂 6号）および粘性土（粘土）を用いた。 

土圧計模型の貫入終了時点における地盤の挙動記録を写真 1に示す。写真にはMeyerhofの支持力理論によ

り仮定されるすべり線を併せて記入しているが、ほぼ、このすべり線の内側の範囲（塑性域）で地盤の挙動

が可視確認される。また、砂質土と粘性土を比較した場合、砂質土の方が塑性域の範囲は大きく受圧部も塑

性域内に含まれる結果となる。いずれにしても、貫入という行為が地盤に挙動を生じさせ、応力状態を変化

させるものと推測される。 
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写真 1 土圧計模型の貫入に伴う地盤の挙動 

圧計貫入実験 

圧計貫入実験には等方圧の載荷が可能なチャンバー試験装置を用いた。試験装置の概要を図 1に示す。

は現場の応力状態を再現した土の供試体への貫入を想定しているが、実験上鉛直方向の貫入としている。 
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図 2 は拘束圧 200kN/m2が負荷された粘土地盤における土圧計貫入時の土圧計出力値の挙動を示したもの

であるが、受圧部が地中に入る 3cmあたりから土圧計全体が地中に入る 10cmまでは土圧計出力値は上昇す

る傾向にあり、貫入長が 10cmを超えるとほぼ一定の値を示しているのが確認できる。地盤の拘束圧 200kN/m2

に対応する土圧計出力値は事前に実施した土圧検定より 72μ（図中の 1点鎖線）に相当するが、貫入中には

2 倍以上の値を出力しているのがわかる。しかし、貫入が終了するとともに、その値は緩和され、拘束圧相

当の土圧計出力値に近づくのが確認された。 

また、現場計測に

の経時変化を示した

見られる貫入直後の

和され、ある一定値

 これらのことから

すことから、静止土

とになるが、貫入後

に、静止土圧に近づ

4. あとがき 

 二次元土槽を用い

論を用いた塑性域と

入実験の結果から、

とともに安定値に収

土圧計貫入後に生じ

のと考えられる。 

最後に、本報は、

てきた実験および解
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おける土圧計貫入後からの計測値

例を図 3に示す。砂質土で顕著に

過大な計測値は、時間とともに緩

に落ち着く傾向が見られる。 

、土圧計貫入時には地盤状態を乱

圧より大きな計測値を出力するこ

または貫入後の時間の経過ととも

く形で収束するものと考えられる。 

た模型実験から土圧計が貫入されることによる地盤の挙動範囲は、Meyerhofの支持力理

ほぼ合致し、この挙動が土圧計の計測値に影響を与えるものと考えられる。しかし、貫

土圧計貫入時には過大な値を示していた計測値は、貫入が終わると共に緩和され、時間

束するのが確認された。これらのことから、貫入に伴う地盤内応力の乱れについては、

る応力の再分布や過剰間隙水圧の消散等によって、土圧計貫入前の応力状態に近づくも
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図 3 貫入後の土圧計測値の挙動 
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土圧計貫入実験装置              図 2 土圧計出力値の挙動 
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